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新しく作っていきましょう！ 
 

令和５年度が始まって２ヶ月が経とうとしています。学校生活に良い意味で児童生徒の皆さん

も、そして教員も慣れてきたようです。 

教員は、特に初めて担当する児童生徒について、１日でも早く知ろう、学ぼうと一生懸命です。

それは学習の状況、体調、表出の捉え、興味関心のあること、家庭の様子、等々多岐にわたりま

すが、チームの職員同士、互いに話し合うことで、個別の指導計画をつくることで、個別懇談を行

うことで、そして何よりも、児童生徒と接することで学び、理解を深めていきます。このことは児童

生徒の側からも言えることで、障害が重くとも、いつも身近にいる人であると認識することで緊

張感のある表情が減り、心拍も安定し笑顔が多くみられるようになってきます。手や足、声を使っ

た思いの表出が増えてきます。 

さて、梅雨に入り湿度も気温も上昇、不快な時期にはなりますが、新しい環境での取り組みを

軌道に乗せるには祝日もなく、よい時期です。職員と子ども達、息を合わせてじっくり取り組みた

いですね。 

５月以降、いろいろなことがコロナ禍前に戻りつつあります。教員の研究会や会議、研修も

WEB だったものが参集形式になることが増えました。３年ぶりの開催でどのような内容の会議

だったのか自分が忘れていたものもあります。このような復活の日々を迎えるにあたり、大切に考

えたいことがあります。それはすべてを「コロナ禍前に戻す必要はない」ということです。 

目的を再度見直し、残すべきところは残し、削るべきところは削る、新たに工夫すべきところを

吟味し、新しいものとして再生していきたいですね。コロナ禍で取り組んできたＩＣＴの活用や基

本的な衛生習慣も含め、継続すべきものも多くあると考えています。ということで、昨年までとも

違う、またコロナ禍前とも違う今年度の取り組みにご協力お願いいたします。ＰＴＡ等を通じてご

意見をいただけるとありがたいです。 

校長 平野 俊之 

【石田商会様からの寄贈】 

石田商会様から、作家：市原 淳さんの絵本と絵本のキャラクターグッズ 

（Ｔシャツ、ぬりえプレート、プレイシート）を寄贈していただきました。 

市原さんには、岐阜希望が丘特別支援学校特注のイラストポスターも作成 

していただきました。６／６(火)、小学部児童を対象に贈呈式（読み聞かせの会） 

を開催しました。子どもたちは、市原さんの穏やかな語りに聞き入っていました。 



                        

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の主な行事 

 
3日（月） 体重測定１  

3日（月）～14日(金)  希望アート展 

4日（火） 体重測定２   

7日（金） 部活（高） 

10日（月） 命を守る訓練（引き渡し訓練） 

12日（水） 伊自良中学校との交流（中２組） 

14日（金） キャリア実習報告会⑤ 校長と語る会 

17日（月） 海の日 

18日（火） 月曜日課 高部集会⑤ 

１9日（水） 県庁販売（高２、３組） 

21日（金） 夏休み前授業最終日 小児童集会③ 

1日（木） 体重測定１ 耳鼻科検診(小) 

2日（金） 体重測定２  部活(高) 

6日（火） 石田商会様からの絵本贈呈式(小) 

7日（水） 命を守る訓練２ 中部集会⑤ 

8日（木） 耳鼻科検診(中・高) 

13日（火） 内科検診(小) 

14日（水） 内科検診(中・高) 

16日（金） 部活(高) 

19日（月）～２１日(水) 視力・聴力検査(１・２組) 

20日（火） おはなしの会（小） 

20日（火） スクールバス保護者説明会 

21日（水） 高部集会⑤ 

21日（水）～２２日(木)  中２宿泊学習 

22日（木） 歯科検診(小) 

23日（金） ショート訓練 

26日（月） いじめ防止等対策検討会議 

28日（水） 小児童集会③ 

29日（木） 歯科検診(中・高) 

６月の主な行事 

 

 

職員研修会（コア研修会） 

当校は、岐阜県教育委員会よりコア・スクール（肢体不自由教育）の指定を受け、県内

の特別支援教育に携わる教員の専門性向上のために、５名のコア・ティーチャーを指名

しています。コア・ティーチャーは、校内外において、専門となる障がい種における具体的

な支援方法について指導・助言を行ったり、研修会を行ったりしています。 

校内では毎月、コア・ティーチャーが講師となり、全職員を対象とした「コア研修会」を

実施しています。コア研修会では、肢体不自由教育を行う上で欠かすことのできない４つ

の専門領域「運動・動作」「摂食指導」「情報」「教材・教具」について学んでいます。肢

体不自由教育の経験が浅い職員については、一年間ですべての領域の研修を受けて基

礎を固めています。また、その他の職員は、各領域に分かれて研修を受け、実践事例をも

とにした高度な研修内容により、専門性の向上を目指しています。 

児童生徒一人一人の成長を目指し、日々の授業や支援に活かすことができるような

知識・技能を身に付けるために、全職員が研修に取り組んでいます。 

「運動・動作」 「情報」 「摂食指導」 

「教材・教具」 


